
数字に親しみましょう（２） 
 

 
 
  ８月のカレンダーを見ながらの会話です。・・・・ 

お父さん「カレンダーの数字の並びには、おもしろい仕組みがあるよ。たと

えば、５，６，７のように、横に３つ並んだ数を加えて平均を求

めると、真ん中の数になるんだよ。」 
か ず お「本当だ。」 

「ねえ、斜めに３つ並んだ数１５，２３，３１でもなるよ。」 
お母さん「よく見つけたわね。では、これはどう？２，３，９，１０のよう

に２×２の四角形に並んだ数字を２＋１０、３＋９のように斜め

にそれぞれ加えると、同じ数１２になるわよ。」 
か ず お「さらにそれを、３×３の四角形に広げて、２＋１０＋１８、４＋ 

１０＋１６と加えても同じ数３０になるよ。これは、４×４の四

角形に広げても同じことが言えるよ。」 
お父さん「すごいぞ、かずお。ちなみに、さっきの９つの数の合計は、中央

にある１０の９倍、９０になるんだよ。他のところでもそのよう

になっているか、調べてごらん。」 
か ず お「１２，１３，１４，１９，２０，２１，２６，２７，２８のとこ 

ろでも、９つの数の合計が、中央にある２０の９倍、１８０にな

っているね。」 
「ねえ、ぼくも発見したよ。日曜日の数と金曜日の数をたすと、必

ず７の倍数になるんだよ。たとえば、日曜日の２９と金曜日の６

をたすと３５、日曜日の１と金曜日の２０をたすと２１でしょう。

カレンダーって、すごくおもしろいね。」 
            ８月 カレンダー 

 
 
 
 
 
 
 
  

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ ３１     

日常なにげなく見ているカレンダーの中にも、お子様が興味・関心を抱くような不思

議な数字の並びが見られます。ぜひ、お子様のやる気をほめながら、創造力をはぐくん

でください。お子様の豊かな発想が引き出せたり、お子様が学ぶ楽しさを感じることが

できたら大成功です。ご家庭の会話の中で、楽しみながら、お父さん、お母さんと一緒

に、算数を学ぶ。きっと、お子様は、算数が好きになるはずです。 

学力向上室 


